
は
じ
め
に

　

一
九
五
〇
年
代
半
ば
以
降
、
中
国
で
は
反
右
派
闘
争
（
一
九
五
七
―
五（

1 
）八）
か
ら
大
躍
進
（
一
九
五
八
―
六（

2 
）〇）、
文
化
大
革
命

（
一
九
六
六
―
七
六
。
以
下
、
文
革
と
省
略
）
へ
と
続
く
政
治
的
な
流
れ
の
下
、
毛
沢
東
の
「
文
芸
講（

3 
）和」
に
基
づ
き
、
知
識
人
の
大

多
数
が
思
想
改
造
の
対
象
と
さ
れ
、
心
身
両
面
に
お
け
る
直
接
的
な
批
判
や
攻
撃
、
迫
害
を
受
け
た
。

　

一
九
六
六
年
六
月
一
日
、
陳
伯（

4 
）達の
率
い
る
工
作
組
の
管
理
下
、『
人
民
日
報
』
に
社
説
「
横
掃
一
切
牛
鬼
蛇
神
（
す
べ
て
の
妖
怪

変
化
を
一
掃
せ
よ
）」
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
「
牛
鬼
蛇
神
（
妖
怪
変
化
）」
と
は
仏
教
用
語
に
由
来
す
る
表
現
で
、
邪
悪
な
人
間
に
対

す
る
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
文
革
時
に
は
掃
討
さ
れ
る
べ
き
対
象
を
総
称
し
た
。
具
体
的
に
は
地
主
、
富
農
、
反
革
命
分
子
、

悪
質
分
子
、
右
派
分
子
、
裏
切
り
者
、
ス
パ
イ
、
走
資
派
、
反
動
的
学
術
権
威
な
ど
を
指
す
。
こ
の
「
反
動
的
学
術
権
威
」
と
は
知
識

人
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
「
牛
鬼
蛇
神
」
の
中
で
も
九
番
目
と
い
う
最
下
位
の
序
列
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
特
に
「
臭
老
九
（
九
番

目
の
鼻
つ
ま
み
者
）」
と
称
さ
れ
た
。
ま
た
上
述
の
九
者
以
外
で
あ
っ
て
も
、
造
反
派
（
文
革
派
）
に
よ
っ
て
打
倒
対
象
と
認
定
さ
れ
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た
人
は
皆
「
牛
鬼
蛇
神
」
と
さ
れ
た
。

　

文
革
当
時
の
冤
罪
に
つ
い
て
、
楊
克
林
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 
あ
る
角
度
か
ら
見
る
と
、
文
革
は
幾
千
も
の
冤
罪
と
無
数
の
個
人
の
悲
劇
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
罪
を
着
せ
よ
う

と
す
れ
ば
理
由
は
い
く
ら
で
も
見
つ
か
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
、
出
身
が
よ
く
な
い
、
す
で
に
結
論
が
出
て
い
る
過
去
の
問
題
を

も
ち
出
さ
れ
る
、
ほ
ん
の
ひ
と
言
が
「
反
動
的
」
だ
と
言
わ
れ
る
、
学
術
的
観
点
が
「
封
建
的
、
資
本
主
義
的
、
修
正
主
義
的
」

だ
と
決
め
つ
け
ら
れ
る
、
食
べ
る
物
や
着
る
物
が
他
の
人
と
違
う
、
過
去
に
ど
う
い
う
歌
を
歌
っ
た
、
ど
う
い
う
劇
に
出
た
、
ど

う
い
う
映
画
に
出
演
し
た
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
理
由
で
勝
手
に
「
妖
怪
変
化
」
と
断
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
う
し
て
、

冤
罪
は
国
中
に
溢
れ
、
打
倒
さ
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
人
々
は
、
凌
辱
さ
れ
、
苦
し
め
ら
れ（

5 
）た。

　

文
革
時
、
自
ら
に
浴
び
せ
ら
れ
た
不
当
な
批
判
や
攻
撃
、
迫
害
に
対
し
て
、
知
識
人
は
何
を
思
い
、
ま
た
如
何
な
る
態
度
で
応
じ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
無
論
、
そ
れ
は
各
人
各
様
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
経
歴
や
身
分
、
そ
の
際
の
心
理
状
態
な
ど
で
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン

に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
以
下
に
楊
鳳
城
の
分
析
を
紹
介
し
た
い
。
楊
は
文
革
中
の
中
国
知
識
人
を
、

基
本
的
に
迫
害
や
心
理
的
衝
撃
を
受
け
ず
に
済
ん
だ
「
年
齢
も
若
く
、
地
位
も
低
い
人
々
」
と
、
そ
れ
以
外
の
大
多
数
す
な
わ
ち
「
文

革
中
『
革
命
の
対
象
』
と
な
っ
た
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
『
受
難
史
』
を
持
つ
知
識
分
子
」
の
二
つ
に
大
別
し
、
後
者
に
つ
い
て
更
に
そ
の

心
理
状
態
を
中
心
に
以
下
の
七
つ
の
類
型
に
分
け
て
い（

6 
）る。

　

一
．
不
満
を
か
か
え
、
そ
れ
故
の
弁
解
タ
イ
プ

　
　
　

 

こ
の
類
型
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
革
命
経
歴
の
あ
る
者
や
共
産
党
員
で
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
は
一
貫
し
て
重

用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
影
響
力
を
持
ち
、
指
導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
知
識
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
自
ら
に
対
す
る

批
判
や
攻
撃
に
対
し
て
、
当
初
は
「
冤
罪
」
で
あ
る
と
し
て
大
い
な
る
不
満
を
抱
い
た
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
弁
解
や
闘
争
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が
何
の
役
に
も
立
た
な
い
こ
と
を
理
解
し
、
自
己
批
判
を
す
る
こ
と
で
「
解
放
」
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
。

　

二
．
自
責
と
罪
悪
感
を
抱
く
タ
イ
プ

　
　
　

 
こ
の
タ
イ
プ
は
主
と
し
て
以
下
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
知
識
人
で
あ
る
と
同
時
に
指
導
的
な
立
場
の
幹
部
で
あ
る

「
革
命
知
識
分
子
」（
共
産
党
員
や
マ
ル
ク
ス
主
義
者
）
で
、
も
う
一
つ
は
「
旧
社
会
を
経
て
き
た
知
識
分
子
」
で
あ
る
。
前
者

の
多
く
は
、
自
ら
に
対
す
る
「
批
判
を
真
摯
に
受
け
入
れ
、
重
大
な
政
治
的
誤
り
を
犯
し
た
と
認
め
る
」
が
、
そ
の
根
底
に
あ

る
の
は
深
い
自
責
の
念
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
「
自
責
を
感
じ
る
と
同
時
に
さ
ら
に
あ
る
種
の
根
深
い
罪
悪
感
を

抱
」
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
後
者
の
多
く
が
出
身
や
経
歴
的
に
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
思
想
継
承
者
」
で
あ
り
、
新
中
国
に
お

い
て
は
「
一
貫
し
て
改
造
さ
れ
る
側
の
人
間
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

三
．
平
静
型
と
超
然
型

　
　
　

 

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
は
、
文
革
の
苦
し
み
を
味
わ
い
つ
つ
も
「
世
の
中
の
出
来
事
を
洞
察
し
、
希
望
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
な
い
が
た
め
、
逆
境
に
安
ん
じ
、
苦
し
み
の
中
で
生
き
残
る
す
べ
を
求
め
、
苦
し
み
の
中
に
喜
び
を
見
い
だ
す
」
タ
イ

プ
の
知
識
人
で
あ
る
。
無
論
、
彼
ら
の
す
べ
て
が
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
透
徹
し
た
境
地
に
至
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
し
か

し
、
あ
る
日
を
境
に
す
べ
て
を
超
越
し
た
か
の
如
く
、
自
ら
の
置
か
れ
た
厳
し
い
現
実
に
対
し
て
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
超
然
と
立
ち
向
か
う
よ
う
に
な
る
。

　

四
．
幻
滅
と
絶
望
の
タ
イ
プ

　
　
　

 

こ
の
タ
イ
プ
の
知
識
人
の
多
く
は
、
建
国
後
、
共
産
党
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
「
極
め
て
積
極
的
で
、
非
常
に
大
き
な
信
任
を

得
、
一
貫
し
て
大
き
な
幸
運
に
恵
ま
れ
て
き
た
」
に
も
関
わ
ら
ず
、
文
革
期
に
「
突
如
革
命
の
対
象
と
な
っ
た
者
た
ち
」
で
あ

る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
立
場
の
急
激
な
変
化
や
長
期
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
苦
難
に
よ
る
精
神
的
打
撃
か
ら
「
幻
滅
と
絶
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望
」
へ
と
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
精
神
面
で
異
常
を
起
こ
し
、
文
革
終
結
後
も
そ
の
状
態
か
ら
快
復
で
き
な
い

者
や
自
殺
す
る
こ
と
で
こ
の
状
況
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。

　

五
．
憤
怒
と
抗
争
タ
イ
プ

　
　
　

 
こ
の
タ
イ
プ
の
知
識
人
も
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
は
「
一
貫
し
て
共
産
党
の
事
業
に
忠
誠
を
尽
く
し
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理

論
、
方
法
と
党
の
要
求
を
遵
守
し
専
門
研
究
と
文
芸
創
作
に
努
力
し
て
い
る
と
固
く
信
じ
て
い
る
」
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
自

ら
に
対
す
る
批
判
、
攻
撃
に
対
し
て
、
自
分
の
仕
事
や
作
品
に
お
け
る
誤
り
は
認
め
な
が
ら
も
、「
反
党
、
反
社
会
主
義
、
反

毛
沢
東
思
想
」「
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
」「
黒
い
仲
間
」「
裏
切
り
者
」「
ス
パ
イ
」
な
ど
の
罪
名
は
認
め
ず
、
抗
弁
の

姿
勢
を
見
せ
た
。

　

六
．
悲
惨
と
憂
鬱
タ
イ
プ

　
　
　

 

こ
れ
は
、
一
つ
の
タ
イ
プ
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
文
革
当
時
に
批
判
攻
撃
の
対
象
と
さ
れ
た
知
識
人
の
中
に
普
遍
的
に
み
ら

れ
た
心
理
状
態
で
あ
る
。
当
時
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
大
多
数
の
知
識
人
は
「
国
家
、
民
族
、
個
人
の
運
命
に
対
す
る
憂
慮

や
、
政
治
、
文
化
、
経
済
、
社
会
に
対
す
る
不
安
」
に
怯
え
つ
つ
「
失
望
、
苦
悶
、
困
惑
、
焦
慮
、
期
待
」
の
混
在
す
る
状
況

を
生
き
て
い
た
。

　

七
．
暗
黒
の
中
で
も
が
く
タ
イ
プ

　
　
　

 

上
述
の
六
つ
の
タ
イ
プ
が
主
と
し
て
、
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
過
程
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
指
導
的
な
立
場
に
あ
っ
た

幹
部
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
タ
イ
プ
は
「
批
判
精
神
に
富
む
覚
醒
し
た
若
い
」
世
代
の
知
識
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
文
革
に

際
し
て
「
熱
狂
し
、
困
惑
し
、
幻
滅
し
た
後
、
冷
静
に
文
革
の
災
い
の
性
質
を
認
識
」
し
、
ア
ン
グ
ラ
文
学
作
品
を
通
じ
て

「
明
確
に
反
抗
と
真
理
追
求
の
精
神
を
表
現
」
し
た
。
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上
述
の
七
つ
の
タ
イ
プ
の
う
ち
、
第
六
類
型
は
当
時
の
ほ
と
ん
ど
の
知
識
人
に
普
遍
的
に
み
ら
れ
た
心
理
状
態
で
あ
り
、
ま
た
第
七

類
型
は
比
較
的
若
い
世
代
の
新
知
識
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
革
に
際
し
て
直
接
的
に
批
判
や
攻
撃
、
迫
害
を
受
け
た
知
識
人
は
主
と

し
て
第
一
～
第
五
類
型
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
新
中
国
に
お
け
る
彼
ら
の
立
場
に
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、
共
産
党

の
権
力
掌
握
や
建
国
に
功
績
が
あ
っ
た
者
と
し
て
国
家
か
ら
認
め
ら
れ
、
文
革
発
動
時
に
は
社
会
的
に
高
い
地
位
に
あ
り
、
経
済
的
に

も
優
遇
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景
を
考
え
る
と
、
第
一
・
第
二
・
第
四
・
第
五
類
型
の
心
理
状
態
は
理
解
し

や
す
く
、
ま
た
こ
れ
ら
四
グ
ル
ー
プ
の
状
況
は
比
較
的
類
似
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
三
類
型
は
他
の
四
類
型
と
は
異
な
っ
た

様
相
を
示
し
て
い
る
。

　

楊
鳳
城
は
第
三
類
型
の
例
と
し
て
、
劇
作
家
の
陳
白（

7 
）塵、
作
家
の
謝
氷（

8 
）心、
劇
作
家
の
夏（

9 
）衍、
社
会
学
・
人
類
学
者
の
費
孝（

10 
）通な
ど

を
挙
げ
て
い
る
。
彼
ら
は
皆
、
自
ら
の
置
か
れ
た
状
況
や
罪
状
に
表
立
っ
て
不
平
や
不
満
を
こ
ぼ
す
こ
と
も
な
く
、
課
せ
ら
れ
た
肉
体

労
働
や
思
想
改
造
の
た
め
の
作
業
を
淡
々
と
こ
な
し
、
流
れ
に
身
を
任
せ
る
か
の
如
く
日
々
を
淡
々
と
過
ご
し
、
わ
ず
か
の
余
暇
に
創

作
活
動
や
知
的
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
自
ら
の
精
神
の
安
定
を
は
か
っ
て
い
た
。
果
た
し
て
、
そ
の
内
面
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
小
論
で
は
、
こ
の
第
三
類
型
「
平
静
型
と
超
然
型
」
の
一
例
と
し
て
豊
子
愷
を
取
り
上
げ
、
文
革
期
の
活
動
や
作
品
、

書
簡
を
中
心
に
、
当
時
の
豊
子
愷
の
心
理
状
態
を
整
理
し
、
そ
の
背
景
を
な
し
た
思
想
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

一
．
豊
子
愷
に
つ
い
て

　

初
め
に
豊
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
豊
子
愷
（
一
八
九
八
―
一
九
七
五
）
は
浙
江
省
石
門
県
（
現
、
浙
江
省
桐
郷
市
）

出
身
で
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
、
美
術
や
音
楽
、
文
学
、
翻
訳
、
教
育
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
た
知
識
人
で
あ
る
。
豊
は
高
僧
弘

一
法
師
（
李
叔（

11 
）同）

の
弟
子
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
仏
教
的
倫
理
観
に
基
づ
い
た
作
品
も
多
い
こ
と
か
ら
、
豊
に
対
し
て
敬
虔
な
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仏
教
徒
と
い
う
印
象
を
抱
く
人
も
多
い
が
、
思
想
的
に
は
む
し
ろ
自
由
と
平
等
を
重
ん
ず
る
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　

中
華
民
国
期
に
豊
子
愷
の
名
を
広
く
知
ら
し
め
た
の
は
、「
子
愷
漫
画
」
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
イ
ラ
ス（

12 
）トや

『
縁
縁
堂
随
筆
』
な
ど

の
著
述
で
、
当
時
上
海
な
ど
都
市
部
の
新
興
市
民
層
の
間
で
豊
子
愷
の
名
を
知
ら
な
い
者
は
い
な
い
程
で
あ
っ
た
。
豊
は
ま
た
教
育
の

改
革
や
普
及
に
も
熱
心
で
、
当
時
の
一
般
的
な
学
校
と
は
制
度
も
授
業
内
容
も
ま
っ
た
く
異
な
る
新
式
の
立
達
学
園
や
、
青
少
年
向
け

の
書
籍
や
雑
誌
、
教
科
書
の
出
版
と
販
売
を
営
む
開
明
書
店
の
創
設
に
関
与
し
た
。

　

抗
日
戦
争
中
は
一
九
三
七
年
一
一
月
か
ら
四
六
年
九
月
ま
で
家
族
や
親
戚
十
数
名
と
と
も
に
国
内
奥（

13 
）地を

移
動
し
つ
つ
、
抗
戦
文
芸

に
従
事
し
た
。
終
戦
後
は
定
住
の
地
を
求
め
て
台
湾
や
厦
門
、
香
港
な
ど
を
訪
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
一
九
四
九
年
四
月
に
上
海
に

戻
っ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
後
、
多
く
の
知
識
人
と
同
様
に
豊
も
『
護
生
画（

14 
）集』
な
ど
の
例
外
を
除
い
て
は
基
本
的
に
イ
ラ
ス

ト
や
散
文
な
ど
の
創
作
を
停
止
し
、
ロ
シ
ア
語
や
日
本
語
の
翻
訳
に
活
動
の
中
心
を
移
し
て
い
っ
た
。

　

豊
子
愷
の
戦
後
の
翻
訳
作
品
の
代
表
作
と
し
て
『
源
氏
物
語
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
人
民
文
学
出
版
社
の
委
託
を
受
け
て
一
九

六
一
年
夏
頃
か
ら
始
め
ら
れ
、
一
九
六
五
年
秋
に
完
成
し（

15 
）た。

豊
子
愷
は
翻
訳
原
稿
を
少
し
づ
つ
北
京
に
郵
送
し
て
い
た
が
、
担
当
編

集
者
の
文
潔
若
が
最
後
の
原
稿
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
文
が
河
南
省
林
県
で
の
「
四
清
運（

16 
）動」

を
終
え
て
北
京
に
戻
っ
て
来
た
一
九
六

六
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
は
既
に
こ
う
し
た
作
品
の
出
版
は
不
可
能
な
状
況
に
あ（

17 
）り、

豊
子
愷
訳
『
源
氏
物
語
』
が
北

京
の
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
上
中
下
の
三
巻
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
は
文
革
終
結
後
、
一
九
八
〇
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　

新
中
国
に
お
い
て
豊
子
愷
が
創
作
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
豊
の
弟
子
で
、
豊
と
と
も
に
上
海
美
術
界
大
会
（
一

九
五
〇
年
）
に
出
席
し
た
銭
君
匋
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
当
時
、
毛
沢
東
の
「
文
芸
講
和
」
に
基
づ
き
、
文
学
や
芸
術
は
「
労

働
者
・
農
民
・
兵
士
の
要
求
に
応
じ
て
大
衆
政
治
家
の
意
見
を
ま
と
め
あ
げ
て
精
錬
し
、
再
び
大
衆
に
戻
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
共
産
党

の
政
策
を
民
衆
に
宣
伝
啓
蒙
し
、
民
衆
の
要
求
を
党
に
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
規
定
」
さ
れ
て
い
た（

18 
）が、
こ
の
よ
う
な
風
潮
に
対
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し
て
豊
子
愷
は
上
海
美
術
界
大
会
の
席
上
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　

 
絵
画
の
進
む
べ
き
道
に
関
し
て
、
工
農
兵
へ
の
奉
仕
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
今
も
う
既
に
同
志
各
位
が
皆
、
話
を
さ
れ
た
。
工

農
兵
を
褒
め
称
え
る
こ
と
、
こ
れ
は
必
ず
や
、
な
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
が
思
う
に
、
新
中
国
以
前
に
描
か
れ
た
梅

蘭
竹
菊
の
よ
う
な
も
の
も
、
や
は
り
描
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
日
仕
事
を
し
て
疲
れ
た
時
、
夜
は
家
で
休
ま
ね
ば
な
ら

ず
、
そ
う
し
た
時
に
は
や
は
り
こ
う
し
た
も
の
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。「
工
農
兵
の
た
め
に
」
と
い
う
の
は
最
優
先
す
べ
き
こ

と
で
は
あ
る
が
、
梅
蘭
竹
菊
の
よ
う
な
「
四
君
子
」
は
疲
労
の
回
復
に
有
益
な
の
で
あ
る
。

　

豊
子
愷
の
こ
の
発
言
に
対
し
て
賛
同
を
示
す
者
が
い
る
一
方
で
、
激
し
い
批
判
を
加
え
る
者
も
お
り
、「
梅
蘭
竹
菊
の
よ
う
な
画
題

は
古
臭
く
、
時
代
遅
れ
で
、
新
中
国
で
は
工
農
兵
を
描
く
べ
き
だ
」
等
々
の
言
葉
が
浴
び
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
豊
が
新
中
国
で
初
め
て

受
け
た
公
的
な
批
判
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
危
険
を
察
知
し
た
の
か
、
豊
は
こ
れ
以
降
、
美
術
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
避
け
、
活
動

の
中
心
を
翻
訳
へ
と
移
し
て
い
っ（

19 
）た。

二
．
新
中
国
建
国
か
ら
文
革
発
動
ま
で

　

政
治
か
ら
一
線
を
画
さ
ん
と
す
る
意
思
と
は
裏
腹
に
、
豊
子
愷
は
一
九
四
九
年
八
月
共
産
党
の
指
導
に
よ
る
中
華
全
国
美
術
工
作
者

協
会
（
現
、
中
国
美
術
家
協
会
）
上
海
分
会
の
主
席
構
成
員
の
一
名
に
選
出
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
、
上
海
市
第
一
回
文
学
芸
術
工
作
者

代
表
大
会
で
美
術
界
代
表
者
の
一
人
に
、
ま
た
上
海
市
第
一
回
文
学
芸
術
工
作
者
連
合
会
で
は
理
事
に
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
一

九
五
八
年
に
上
海
市
第
三
回
人
民
代
表
大
会
代
表
、
全
国
政
治
協
商
会
議
委
員
、
一
九
六
〇
年
に
は
上
海
中
国
画
院
院
長
、
中
国
対
外

文
化
協
会
上
海
分
会
副
会
長
な
ど
の
要
職
に
任
じ
ら
れ
る
な
ど
、
豊
も
ま
た
多
く
の
知
識
人
と
同
様
、
否
応
な
く
体
制
へ
と
組
み
込
ま

れ
て
い
っ
た
。
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反
右
派
闘
争
の
後
、
出
版
物
に
対
す
る
全
面
的
な
検
査
や
統
制
も
始
ま
り
、
豊
子
愷
も
言
動
に
細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
冬
に
経
済
調
整
期
に
入
る
と
、
文
芸
学
術
界
に
も
ま
た
比
較
的
自
由
な
雰
囲
気
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
九
六
二
年
四
月
、
中
共
中
央
宣
伝
部
か
ら
劉
少
奇（

20 
）国家
主
席
の
名
前
で
「
当
面
の
文
学
芸
術
工
作
の
若
干
の
問
題
に
関
す
る
意

見
草
案
」（
略
称
「
文
芸
八
条
」）
が
下
達
さ
れ
る
と
、
そ
の
傾
向
は
更
に
強
ま
っ
た
。
同
第
一
条
で
は
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
方

針
の
更
な
る
貫
徹
執
行
が
宣
言
さ
れ
た
。「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
と
は
一
九
五
六
年
五
月
に
中
国
共
産
党
宣
伝
部
が
提
出
し
た
方

針
で
、
知
識
人
に
対
し
て
独
立
思
考
や
自
由
な
弁
論
、
創
作
、
批
判
が
提
唱
さ
れ
た
が
、
一
九
五
七
年
六
月
に
は
方
針
が
一
転
し
、
反

右
派
闘
争
に
つ
な
が
る
思
想
弾
圧
が
展
開
さ
れ
た
。

　

反
右
派
闘
争
や
大
躍
進
等
の
失
敗
を
経
て
、
一
九
六
二
年
四
月
に
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
方
針
は
再
び
日
の
目
を
見
た
訳
で
あ

る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
豊
子
愷
は
一
九
六
二
年
五
月
八
日
の
上
海
市
第
二
次
中
華
全
国
文
学
芸
術
工
作
者
代
表
大
会
で
上
海
市
中

華
全
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
副
主
席
に
選
出
さ
れ
、
翌
日
の
会
議
の
席
上
で
、
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。
こ
の
発
言
は
「
我
作
了
四
首
詩
」
と
の
題
で
、
五
月
一
二
日
の
『
解
放
日
報
』
に
発
表
さ
れ（

21 
）た。

　
　

 

百
花
斉
放
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
か
ら
既
に
何
年
も
過
ぎ
、
確
か
に
既
に
多
く
の
花
が
開
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
咲
い
た
花

は
大
部
分
が
大
き
な
花
や
有
名
な
花
で
、
ほ
と
ん
ど
の
花
に
何
ら
か
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。（
中
略
）
こ
う
し
た
花
の
他

に
も
小
さ
な
花
や
名
も
な
き
花
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
花
は
ま
だ
ち
ゃ
ん
と
花
開
い
て
は
い
な
い
。「
名
も
知
れ

ぬ
花
は
こ
と
の
ほ
か
美
し（

22 
）い」
と
い
う
。
小
さ
な
花
や
名
も
な
き
花
に
も
良
い
香
り
の
花
や
美
し
い
花
も
あ
り
、
こ
う
し
た
花
々

も
咲
か
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
本
当
に
「
百
花
斉
放
」
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
更
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
が
香
り

の
よ
い
花
、
咲
く
べ
き
花
だ
と
認
め
た
の
な
ら
、
そ
の
花
は
自
分
で
成
長
さ
せ
る
の
が
一
番
よ
い
。
そ
う
し
た
花
が
成
長
す
る
の

を
「
手
伝
う
」
べ
き
で
は
な
く
、
干
渉
す
べ
き
で
は
な
い
。
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同
年
、
豊
子
愷
は
飼
い
猫
を
題
材
と
し
た
随
筆
「
阿（

23 
）咪」
を
発
表
し
た
が
、
こ
の
作
品
は
毛
沢
東
を
攻
撃
す
る
「
毒
草
」
と
認
定
さ

れ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
猫
（
阿
咪
）
以
前
に
飼
っ
て
い
た
ト
ラ
猫
の
綽
名
「
猫
伯
伯
（M

ao bobo

）」
が
毛
沢
東
に
対
す
る
敬
称
「
毛

伯
伯
（M

ao bobo

）」
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
毛
沢
東
に
対
す
る
「
影
射
（
当
て
こ
す
り
）」
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
発
表
当
時
は

出
版
社
内
で
の
「
消
毒
」
だ
け
で
収
ま
り
、
そ
の
後
の
豊
の
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た（

24 
）が、
文
革
期
に
は
上
述
の
「
我

作
了
四
首
詩
」
と
と
も
に
批
判
罪
状
の
一
つ
と
さ
れ（

25 
）た。

　

上
記
の
「
阿
咪
」
に
関
す
る
「
消
毒
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
猫
に
付
け
た
「
伯
伯
（
お
じ
さ
ん
）」
と
い
う
綽
名
に
つ
い
て
豊
子
愷

が
説
明
し
た
以
下
の
文
章
の
う
ち
、
傍
線
箇
所
が
編
集
部
の
内
部
審
査
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
の
で
あ（

26 
）る。

　
　

 

私
の
田
舎
で
は
、
伯
伯
と
は
必
ず
し
も
敬
称
で
は
な
い
。「
幽
霊
」
は
「
幽
霊
伯
伯
」
で
、
泥
棒
は
「
泥
棒
伯
伯
」、
皇
帝
は
「
皇

帝
伯
伯
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
猫
の
こ
と
を
「
猫
伯
伯
」
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
だ
い
た
い
普
通
と
違
っ
て
い
て
、

人
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
な
人
な
ら
、
誰
の
こ
と
も
皮
肉
を
こ
め
て
「
伯
伯
」
と
呼
ん
で
も
構
わ
な
い
の
だ
。

　

随
筆
「
阿
咪
」
で
、
豊
子
愷
は
以
前
か
ら
愛
猫
を
題
材
に
文
章
を
書
き
た
か
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
文
章
は
「
世
間
の
道
理
に
も
人

の
感
情
に
も
無
益
」
な
の
で
執
筆
を
諦
め
て
い
た
が
、
今
回
は
「
世
間
や
他
人
の
こ
と
は
気
に
し
な
い
こ
と
に
し
た
」
と
述
べ
、
さ
ら

に
「
た
と
え
鼠
を
と
ら
な
い
猫
で
も
人
生
に
功
績
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
私
が
今
、
猫
の
こ
と
を
書
い
て
も
お
そ
ら
く
非
難
を
受
け
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
随
筆
の
発
表
さ
れ
た
時
期
を
考
え
る
と
、
豊
子
愷
の
「
た
と
え
鼠
を
と
ら
な
い
猫
で

も
」
と
い
う
発
言
か
ら
、
鄧
小
平
の
有
名
な
猫
論
す
な
わ
ち
「
黒
猫
に
し
ろ
、
白
猫
に
し
ろ
、
鼠
を
捕
ま
え
る
の
が
良
い
猫
だ
」
と
い

う
言（

27 
）葉を
想
起
し
た
読
者
は
当
時
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
愛
猫
に
つ
い
て
語
っ
た
、
豊
の
一
見
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
文
章
は
そ
の
根

底
に
、
文
芸
を
政
策
宣
伝
の
た
め
の
道
具
と
規
定
す
る
中
国
共
産
党
の
文
芸
路
線
、
更
に
は
そ
の
根
底
に
あ
る
毛
沢
東
の
「
文
芸
講

和
」
に
つ
い
て
の
豊
子
愷
の
痛
切
な
皮
肉
を
隠
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ（

28 
）る。
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も
っ
と
も
豊
子
愷
が
こ
の
よ
う
な
文
章
を
書
け
た
の
は
、
当
時
の
文
芸
界
に
前
述
の
「
文
芸
八
条
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
比
較

的
自
由
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
雰
囲
気
は
、
一
九
六
三
年
一
二
月
に
毛
沢
東
が
整
風

を
指
示
す
る
ま
で
続
い
た
が
、
翌
六
四
年
の
春
に
文
化
革
命
五
人
小
組
が
組
織
さ
れ
る
と
、
状
況
は
徐
々
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

三
．
文
革
期

　

前
述
の
よ
う
に
、
一
九
六
六
年
六
月
一
日
の
『
人
民
日
報
』
に
「
横
掃
一
切
牛
鬼
蛇
神
（
す
べ
て
の
妖
怪
変
化
を
一
掃
せ
よ
）」
と

の
社
説
が
発
表
さ
れ
、「
破
四
旧
（
人
民
を
毒
す
る
旧
思
想
・
旧
文
化
・
旧
風
俗
・
旧
習
慣
の
徹
底
的
な
打
破
）」
が
提
唱
さ
れ
た
。
そ

れ
を
受
け
て
、
各
地
で
「
牛
鬼
蛇
神
」
へ
の
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た
。
豊
子
愷
に
対
し
て
も
、
早
く
も
同
年
六
月
六
日
に
は
、
上
海
画
院

内
に
批
判
の
た
め
の
大
字
報
が
貼
り
出
さ
れ
た
。
文
革
の
発
動
と
と
も
に
豊
子
愷
は
上
海
市
の
十
大
重
点
批
判
闘
争
対
象
の
一
人
と
さ

れ
、「
反
動
学
術
権
威
」「
反
共
産
党
主
義
者
」「
反
革
命
黒
画
家
」
な
ど
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
そ
の
作
品
は
「
毒
草
」「
黒
画
」
で

あ
る
と
し
て
他
人
へ
の
譲
渡
や
販
売
は
無
論
の
こ
と
、
す
べ
て
の
創
作
活
動
が
禁
じ
ら
れ
た
。
豊
は
ま
た
、
作
家
の
巴（

29 
）金や
京
劇
俳
優

の
周
信（

30 
）芳と
並
ん
で
、
張
春（

31 
）橋に
よ
る
上
海
の
三
大
攻
撃
対
象
と
も
さ
れ（

32 
）た。

　

当
時
、
豊
に
向
け
ら
れ
た
批
判
理
由
は
、
他
の
知
識
人
と
同
様
に
共
産
党
の
政
策
や
毛
沢
東
の
革
命
文
芸
路
線
に
批
判
的
で
あ
る
と

い
う
も
の
で
、
具
体
的
に
は
中
華
民
国
期
お
よ
び
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
期
の
作
品
や
活
動
に
見
ら
れ
る
個
人
主
義
や
反
戦
論
、
そ
し

て
生
涯
を
通
じ
て
の
仏
教
信
仰
が
罪
状
と
さ
れ
た
。
文
革
当
時
、
批
判
攻
撃
さ
れ
た
豊
子
愷
の
作
品
の
一
つ
に
「
砲
弾
作
花
瓶
」
と
題

さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
砲
弾
を
花
瓶
に
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
花
瓶
代
わ
り
の
砲
弾
に
生
け
ら
れ
た
蓮
の

花
が
美
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
豊
子
愷
は
こ
の
モ
チ
ー
フ
を
好
み
、
タ
イ
ト
ル
や
図
の
配
置
に
多
少
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
同
様
な

モ
チ
ー
フ
の
作
品
を
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
何
度
も
描
い
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
や
図
柄
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
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豊
子
愷
の
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
文
革
期
に
は
、
こ
の
作
品
は
「
平
和
主
義
を
鼓
吹
す
る
代
表
作
」
で
あ
る
と
し
て
批

判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
一
九
五
六
年
に
ソ
連
で
ス
タ
ー
リ
ン
の
後
継
者
と
な
っ
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
提
唱
し
た
平
和

共
存
論
や
、
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
米
ソ
協
調
お
よ
び
中
ソ
対
立
が
指
摘
さ
れ（

33 
）る。
ま
た
、
前
述
の
愛
猫
に
関
す
る
随
筆
「
阿
咪
」
も
、

毛
沢
東
を
攻
撃
す
る
「
大
毒
草
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
客
観
的
に
は
決
し
て
「
影
射
」
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
作
品
が

次
々
と
「
影
射
」
と
さ
れ
、
批
判
攻
撃
の
理
由
と
な
っ（

34 
）た。
ま
た
、
豊
子
愷
は
前
述
の
よ
う
に
開
明
書
店
の
設
立
に
関
与
し
て
お
り
、

株
主
で
も
あ
っ
た
。
開
明
書
店
の
業
績
は
概
し
て
好
調
で
あ
り
、
豊
子
愷
が
株
か
ら
得
た
利
潤
も
少
な
く
な
か
っ
た
た
め
、
豊
は
「
資

本
家
」
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
も
攻
撃
さ
れ（

35 
）た。

　

文
革
期
、
七
〇
代
と
い
う
高
齢
に
も
関
わ
ら
ず
、
豊
子
愷
も
多
く
の
知
識
人
と
同
様
に
日
常
的
に
市
内
引
き
回
し
や
、
紅
衛
兵
に
よ

る
家
宅
捜
索
、
暴
行
な
ど
の
直
接
的
な
攻
撃
や
迫
害
を
受
け（

36 
）た。
自
宅
は
紅
衛
兵
に
占
拠
さ
れ
、
金
品
や
絵
画
、
書
籍
、
電
化
製
品
な

ど
が
没
収
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
豊
子
愷
は
当
時
中
国
画
院
院
長
の
職
に
あ
っ
た
た
め
、
文
革
直
後
は
主
と
し
て
画
院
で
審
査
な

ど
を
受
け
て
い
る
。
画
院
や
上
海
美
術
学
校
に
設
置
さ
れ
た
「
牛
棚
（
牛
小（

37 
）屋）」
に
幽
閉
さ
れ
、
批
判
対
象
の
中
心
人
物
と
し
て
激

し
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。
豊
子
愷
を
集
中
的
に
批
判
攻
撃
す
る
た
め
の
大
会
も
開
か
れ
、
豊
の
罪
状
を
連
ね
た

冊
子
も
出
版
さ
れ（

38 
）た。
一
九
六
九
年
の
秋
か
ら
冬
に
は
上
海
市
郊
外
の
港
口
曹
行
人
民
公
社
大
隊
に
下
放
さ
れ
て
い（

39 
）る。
一
九
六
九
年

に
は
社
会
も
少
し
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、「
解
放
」
さ
れ
る
知
識
人
も
増
え
て
き
た
が
、
豊
子
愷
は
依
然
と
し
て
攻
撃
対
象
の
ま
ま

で
あ
っ
た
。
豊
は
画
院
院
長
以
外
に
も
上
海
市
美
術
協
会
主
席
や
全
国
政
治
協
商
委
員
な
ど
を
歴
任
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
審
査
は
中

央
に
属
し
、
決
定
が
遅
れ
た
た
め
で
あ
る
。
画
院
の
未
解
放
者
か
ら
は
自
殺
者
も
現
れ
、
豊
子
愷
に
つ
い
て
も
自
殺
の
噂
が
流
れ
た
と

い（
40 
）う。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
苛
酷
な
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
豊
子
愷
は
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
達
観
の
境
地
に
到
達
し
て
い
た
よ
う
で
あ
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る
。
豊
子
愷
の
四
女
で
あ
る
豊
一（

41 
）吟の
回
想
に
よ
る
と
、
文
革
開
始
当
初
は
豊
子
愷
も
状
況
が
把
握
で
き
ず
、
闘
争
集
会
の
後
は
常
に

か
な
り
緊
迫
し
た
様
子
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
日
を
境
に
豊
は
す
べ
て
を
冷
静
に
傍
観
す
る
よ
う
に
な
り
、
常
に
泰
然
自
若
の
態
度
を
崩

さ
ず
、
ど
の
よ
う
な
無
情
な
批
判
闘
争
に
も
、
残
酷
な
試
練
に
も
全
く
動
じ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
降
、
豊
子
愷
に
と
っ
て

「
牛
棚
」
は
「
参
禅
」
の
場
に
、
そ
し
て
批
判
闘
争
は
「
演
技
」
と
な
っ
た
。
夜
の
黄
浦
江
で
の
引
き
回
し
は
「
浦
江
夜
遊
」
で
あ

り
、「
牛
棚
」
に
呼
び
出
さ
れ
る
の
は
手
洗
い
に
立
つ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
上
海
美
術
学
校
に
監
禁
さ
れ
た
折
に
は
、
リ
ュ
ウ
マ

チ
治
療
の
た
め
の
薬
と
称
し
て
家
族
に
お
酒
を
運
ば
せ
、
監
禁
さ
れ
た
仲
間
と
と
も
に
楽
し
ん
だ
と
い（

42 
）う。

　

文
革
は
豊
子
愷
の
精
神
生
活
に
は
影
響
し
な
か
っ
た
が
、
健
康
は
徐
々
に
蝕
ま
れ
て
い
っ
た
。
特
に
下
放
以
降
は
過
酷
な
生
活
環
境

と
肉
体
労
働
の
負
担
か
ら
持
病
の
肺
が
悪
化
し
、
一
九
七
〇
年
二
月
に
は
中
毒
性
肺
炎
と
結
核
の
治
療
の
た
め
に
上
海
市
内
の
淮
海
医

院
に
入
院
し
た
が
、
同
医
院
の
正
門
近
く
に
は
豊
子
愷
を
批
判
す
る
た
め
の
掲
示
板
が
設
け
ら
れ（

43 
）た。
肺
病
は
根
治
に
は
至
ら
ず
、
退

院
後
は
自
宅
療
養
の
身
と
な
っ
た
。
七
〇
歳
を
超
え
た
豊
子
愷
に
と
っ
て
病
状
の
悪
化
は
決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、

自
宅
に
戻
れ
た
こ
と
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
あ
っ
た
。
豊
子
愷
は
一
九
六
六
年
以
降
、
イ
ラ
ス
ト
や
随
筆
な
ど
一
切
の
創
作

活
動
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
早
朝
の
わ
ず
か
な
自
由
時
間
を
利
用
し
て
自
分
の
楽
し
み
の
た
め
だ
け
に
秘
密
裏
に
創
作
を
続
け
て
い

た
。
自
宅
謹
慎
と
な
っ
た
こ
と
で
、
下
放
に
よ
っ
て
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
の
創
作
活
動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は

豊
に
と
っ
て
正
に
望
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
。

四
．
秘
密
裏
の
創
作
活
動

　

こ
う
し
た
秘
密
裏
の
創
作
活
動
の
一
環
と
し
て
、
豊
子
愷
は
一
九
七
一
年
に
は
人
生
最
後
の
画
集
『
敝
箒
自
珍
』
と
随
筆
集
『
縁
縁

堂
続（

44 
）筆』

の
作
成
を
開
始
し
た
。『
敝
箒
自
珍
』
に
収
め
ら
れ
た
の
は
、
文
革
中
に
失
わ
れ
、
一
九
七
一
年
に
秘
密
裏
に
描
き
な
お
し
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た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
画
集
の
題
名
『
敝
箒
自
珍
』
と
は
「
た
と
え
質
が
悪
く
て
も
、
自
分
の
物
は
良
く
見
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
題
名
を
つ
け
た
理
由
と
し
て
、
豊
子
愷
は
「
甚
だ
倉
卒
に
描
い
て
は
い
る
が
、
描
く
力
は
む
し
ろ
昔
よ
り
も
優
れ
て

い
る
と
思
う
」
か
ら
だ
と
述
べ
て
い（

45 
）る。
こ
の
画
集
に
、
文
革
初
期
に
「
黒
画
」
と
し
て
批
判
さ
れ
た
作
品
を
複
数
収
め
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
た
と
え
当
局
が
自
分
の
絵
を
「
黒
画
」
と
認
定
し
て
も
、
自
分
が
当
局
の
権
威
を
認
め
な
い
以
上
、
そ
の
批
判
は
少
し

も
意
に
介
さ
な
い
と
い
う
、
豊
子
愷
の
抵
抗
精
神
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

豊
子
愷
は
『
敝
箒
自
珍
』
と
『
縁
縁
堂
続
筆
』
を
完
成
さ
せ
る
と
、
日
本
語
の
仏
教
解
釈
書
『
大
乗
起
信
論
新
釈
』
の
翻
訳
に
と
り

か
か
っ
た
。
同
書
は
、
イ
ン
ド
の
馬
鳴
菩
薩
の
『
大
乗
起
信
論
』
を
日
本
人
仏
教
学
者
の
湯ゆ

次す
き

了り
ょ
う

栄え
い

が
翻
訳
し
た
も
の
で
あ（

46 
）る。
従

来
、
豊
子
愷
は
弘
一
法
師
の
影
響
で
仏
教
徒
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
豊
は
息
子
の
豊
新
枚
宛
て
の
書
簡
で
、
若
い
時
に
『
大
乗

起
信
論
新
釈
』
を
読
ん
で
感
動
し
、
仏
教
を
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い（

47 
）る。
同
書
は
豊
子
愷
の
仏
教
信
仰
の
起
点
を
な
す
と

考
え
ら
れ
る
が
、
文
革
当
時
は
宗
教
活
動
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
書
を
所
有
し
て
い
る
だ
け
で
も
本
人
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
家
族
に
も
累
の
及
ぶ
非
常
に
危
険
な
行
為
で
あ
っ
た
。
上
海
文
芸
界
の
最
重
要
人
物
の
一
人
と
し
て
、
幾
多
の
批
判
攻
撃
に
さ
ら

さ
れ
て
来
た
豊
子
愷
が
そ
れ
を
知
ら
な
い
訳
は
な
い
。
身
動
き
の
取
れ
な
い
軟
禁
状
態
に
置
か
れ
た
晩
年
の
豊
が
、
同
書
を
敢
え
て
再

解
釈
し
よ
う
と
す
る
姿
は
自
身
の
人
生
の
総
仕
上
げ
を
行
お
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
豊
子
愷
は
終
戦
時
、
台
湾
へ
の
移
住

を
も
視
野
に
台
湾
視
察
の
旅
に
出
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
台
湾
で
は
な
く
新
中
国
を
選
択
し
た
。
豊
は
自
ら
の
思
想
的
根
幹
と
も
言

う
べ
き
仏
教
と
の
縁
を
繋
い
だ
『
大
乗
起
信
論
新
釈
』
を
再
度
解
釈
し
、
翻
訳
と
い
う
作
業
を
す
る
こ
と
で
、
共
産
党
政
権
に
理
想
を

託
し
た
自
ら
の
選
択
に
つ
い
て
振
り
返
ろ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
九
七
二
年
末
、
豊
子
愷
は
所
属
機
関
で
あ
る
中
国
画
院
の
工
宣
隊
よ
り
「
解
放
」
を
告
げ
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
解
放
」

と
は
豊
子
愷
が
息
子
の
豊
新
枚
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
用
い
た
言
葉
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
画
院
か
ら
下
さ
れ
た
審
査
結
果
は
、
こ
れ
以
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降
は
「
反
動
学
術
権
威
と
扱
わ
ず
、
情
状
酌
量
の
上
、
生
活
費
を
発
給
す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
実
際
に
は
給
与
や
生
活
待
遇
の
面
で

は
本
来
の
「
解
放
」
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ（

48 
）た。

　

こ
う
し
た
画
院
側
の
対
応
の
変
化
の
背
景
と
し
て
は
、
一
九
七
一
年
九
月
の
林
彪
の
ク
ー
デ
タ
ー
失
敗
以
降
、
周
恩
来
を
中
心
と
し

た
社
会
秩
序
再
建
の
動
き
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
七
三
年
九
月
末
頃
よ
り
四
人
組
ら
文
革
派
が
周
恩
来
に
対
す
る
攻
撃
の
一

環
と
し
て
批
林
批
孔
運
動
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
豊
子
愷
の
立
場
は
ま
た
悪
化
し
て
い
く
。
一
九
七
四
年
二
月
に
は
各
地
で
「
黒
画

展
覧
会
」
が
開
か
れ
、
多
く
の
画
家
が
非
難
さ
れ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
周
恩
来
へ
の
攻
撃
を
意
図
し
て
の
こ
と
で
あ
っ（

49 
）た。

豊
子
愷
も

上
海
市
委
員
会
書
記
の
徐
景
賢
に
よ
り
批
判
対
象
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
豊
は
こ
の
よ
う
な
「
わ
ざ
わ
ざ
粗
探
し
を
す

る
」
や
り
方
は
、
文
革
初
期
に
は
新
鮮
だ
っ
た
が
、
今
で
は
皆
も
う
飽
き
て
し
ま
い
、
お
笑
い
種
だ
と
述
べ
て
い（

50 
）る。
こ
の
展
覧
会
を

見
学
し
た
巴
金
も
、
豊
子
愷
と
同
様
な
感
想
を
い
だ
い
た
。
巴
金
は
当
時
を
回
想
し
て
、
そ
の
「
黒
画
展
覧
会
」
に
よ
っ
て
、
権
力
さ

え
あ
れ
ば
ど
ん
な
道
理
も
罷
り
通
る
現
状
と
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
思
い
知
っ
た
と
記
し
て
い（

51 
）る。

　

そ
の
後
も
「
文
革
の
成
果
を
強
固
に
す
る
」
た
め
の
批
判
大
会
が
し
ば
し
ば
開
催
さ
れ
、
豊
子
愷
は
常
に
そ
の
対
象
の
一
人
と
さ
れ

た
。
そ
う
し
た
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
文
革
後
半
に
は
次
第
に
豊
の
書
画
を
求
め
る
人
が
増
え
始
め
た
。
創
作
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
豊

子
愷
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
危
険
な
行
為
で
あ
っ
た
が
、
豊
は
求
め
ら
れ
れ
ば
書
画
を
創
作
し
、
贈
呈
し
た
。
そ
れ
は
、
豊
子
愷
自
身
の

言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
文
革
中
に
当
局
に
よ
っ
て
「
毒
草
」
と
認
定
さ
れ
た
作
品
を
再
び
創
作
す
る
こ
と
は
即
ち
「
文
化
大
革
命
の

輝
か
し
い
成
果
の
否
定
」
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
っ（

52 
）た。

　

豊
子
愷
が
不
意
の
家
宅
捜
索
を
恐
れ
る
家
族
に
何
度
懇
願
さ
れ
て
も
創
作
活
動
や
仏
教
書
の
翻
訳
、
作
成
を
止
め
な
か
っ
た
の
は
、

正
に
そ
れ
が
文
革
の
否
定
で
あ
り
、
ま
た
自
己
の
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
の
肯
定
に
他
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
豊
は
秘
密
裏
に
創
作

活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、
精
神
の
安
寧
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
早
朝
の
創
作
活
動
は
、
行
動
を
規
制
さ
れ
た
豊
子
愷
に
と
っ
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て
、
そ
の
精
神
の
自
由
を
実
践
し
う
る
唯
一
の
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
豊
は
創
作
活
動
を
続
け
て
い
る
お
か
げ
で
「
小
さ
な

建
物
に
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
て
も
、
憂
鬱
で
は
無
」（

53 
）く、

ま
た
「
幸
い
に
も
精
神
生
活
が
豊
か
」
な
の
で
、「
解
放
」
の
噂
が
現

れ
て
は
消
え
て
も
「
十
分
に
耐
え
ら
れ
」
た
と
述
べ
て
い（

54 
）る。

　

し
か
し
、
豊
子
愷
が
「
解
放
」
を
待
ち
望
ん
で
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
豊
子
愷
は
行
動
の
自
由
を
取
り
戻
し
、
第
二
の
故
郷
で
あ

る
杭
州
と
、
末
子
豊
新
枚
の
住
む
石
家
庄
を
訪
問
す
る
日
を
切
望
し
て
い（

55 
）た。

長
期
の
軟
禁
生
活
と
肺
病
の
影
響
で
、「
解
放
」
直

後
、
豊
子
愷
の
体
力
は
か
な
り
衰
え
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
石
家
庄
の
訪
問
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
一
九
七
三
年
三
月
に
は
杭
州
、

次
い
で
一
九
七
五
年
四
月
に
は
故
郷
の
石
門
湾
を
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
豊
子
愷
が
肺
癌
に
よ
り
死
去
す
る
の
は
、
石
門
湾
訪
問
か

ら
わ
ず
か
五
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
豊
の
名
誉
が
正
式
に
回
復
さ
れ
た
の
は
没
後
、
一
九
七
八
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

文
革
当
時
、
豊
子
愷
は
自
身
へ
の
理
不
尽
な
批
判
や
攻
撃
に
も
拘
泥
せ
ず
、
危
険
を
承
知
の
上
で
秘
密
裏
に
創
作
活
動
を
続
け
、
文

革
と
い
う
異
常
事
態
に
冷
静
か
つ
客
観
的
に
処
し
た
。
豊
の
こ
の
よ
う
な
達
観
的
な
処
世
姿
勢
は
、
当
時
、
巴
金
ら
多
く
の
知
識
人
が

「
独
立
思
考
」
を
放
棄
し
、
感
情
を
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
で
救
わ
れ
よ
う
と
し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ（

56 
）る。

　

戦
前
か
ら
国
民
的
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
巴
金
は
、
新
中
国
建
国
後
も
政
治
的
要
職
を
歴
任
し
、
知
名
度
や
社
会
的
立
場
、
経
済
状

況
な
ど
の
点
で
豊
子
愷
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
た
。
文
革
時
に
は
前
述
の
よ
う
に
豊
子
愷
、
周
信
芳
と
と
も
に
上
海
の
三
大
攻
撃
対
象

と
さ
れ
て
い
た
が
、
上
述
の
よ
う
な
理
由
か
ら
巴
金
が
受
け
た
批
判
攻
撃
は
あ
る
意
味
で
は
豊
子
愷
よ
り
も
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
の
楊
鳳
城
は
巴
金
を
第
二
類
型
「
自
責
と
罪
悪
感
を
抱
く
タ
イ
プ
」、
特
に
「
旧
社
会
を
経
て
き
た
知

識
分
子
」
に
分
類
す
る
。
楊
鳳
城
は
こ
の
タ
イ
プ
の
特
徴
と
し
て
、
自
ら
の
出
身
や
経
歴
に
対
す
る
「
根
深
い
罪
悪
感
」
を
指
摘
し
て
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い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
巴
金
自
身
も
文
革
後
に
記
し
た
『
随
想
録
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い（

57 
）る。

　
　

 
思
う
に
、
私
は
官
僚
地
主
の
家
庭
で
育
ち
、
旧
社
会
、
旧
家
庭
の
い
ろ
い
ろ
の
教
育
を
受
け
、
実
に
多
く
の
旧
社
会
、
旧
家
庭
の

人
た
ち
と
接
触
し
て
き
た
た
め
、
私
に
は
、
封
建
地
主
の
目
で
人
を
見
、
物
事
を
見
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
っ
た
。
考
え
れ
ば
考

え
る
ほ
ど
、「
造
反
派
」
に
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
自
分
に
罪
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
お

前
は
地
主
階
級
の
「
孝
子
賢
孫
」
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
、
私
は
そ
れ
を
認
め
た
し
、
お
前
が
『
激
流
』
を
書
い
た
の
は
、
地
主
階
級

の
た
め
に
そ
の
功
徳
を
た
た
え
た
の
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
認
め
た
。（
中
略
）
そ
の
と
き
想
っ
た
の
は
、
自
分
は
二
十

三
歳
ま
で
ず
っ
と
生
家
で
養
育
し
て
も
ら
い
、
食
べ
る
た
め
の
お
金
も
す
べ
て
農
民
の
血
と
汗
の
結
晶
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
つ
る

し
上
げ
に
あ
う
の
も
当
然
で
は
な
い
か
！
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。（
中
略
）
六
六
年
九
月
以
後
、「
造
反
派
」
の
「
誘
導
」
と
威
嚇

の
下
に
（
あ
る
い
は
、
む
ち
を
使
っ
て
の
誘
導
の
下
に
）、
完
全
に
他
人
の
頭
で
考
え
、
他
人
が
「
打
倒
巴
金
！
」
と
叫
べ
ば
、

私
も
右
手
を
高
く
挙
げ
て
こ
れ
に
唱
和
し
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
文
革
で
攻
撃
打
倒
す
べ
き
対
象
と
さ
れ
た
「
牛
鬼
蛇
神
（
妖
怪
変
化
）」
の
一
番
目
は
地
主
で
、
最
後
の
九
番
目

は
反
動
的
学
術
権
威
す
な
わ
ち
知
識
人
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
家
庭
出
身
の
知
識
人
、
巴
金
が
文
革
の
熱
狂
の
な
か
、
自
ら
の
出

自
を
恥
じ
、
自
ら
を
打
倒
さ
れ
改
造
さ
れ
る
べ
き
人
間
と
思
い
こ
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
も
已
む
を
得
な
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
豊
子
愷
の
場
合
、
父
豊
鐄
（
一
八
六
五
―
一
九
〇
六
）
は
一
九
〇
二
年
に
科
挙
の
郷
試
に
合
格
し
挙
人
と
は
な
っ
た

も
の
の
、
母
の
喪
に
服
す
必
要
か
ら
更
に
上
級
の
会
試
を
受
験
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
一
九
〇
五
年
に
科
挙
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
任

官
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
父
は
豊
子
愷
が
幼
い
頃
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
決
し
て
裕
福
な
家
庭
で
は
な
か
っ
た
。
実
家
は
染
物
屋
を
営

み
、
ま
た
少
し
の
田
畑
も
有
し
て
い
た
よ
う
で
、
決
し
て
新
中
国
に
お
け
る
所
謂
「
良
い
」
出
身
と
さ
れ
た
貧
農
家
庭
で
は
な
か
っ
た

が
、
少
な
く
と
も
巴
金
の
よ
う
な
「
悪
い
」
出
身
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
豊
子
愷
は
状
況
的
に
巴
金
よ
り
も
恵
ま
れ
て
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お
り
、
そ
れ
が
後
述
の
よ
う
に
豊
が
冷
静
に
状
況
を
見
つ
め
、
対
処
す
る
こ
と
の
出
来
た
一
因
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

豊
子
愷
は
文
革
当
時
、
自
由
に
行
動
す
る
権
利
を
剥
奪
さ
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
、
豊
の
精
神
の
自
由
を
奪
う
こ
と
は
誰
に
も
出
来

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
豊
子
愷
が
現
実
を
超
越
し
、
現
実
と
は
別
の
世
界
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
豊
子
愷
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は

如
何
に
し
て
培
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
そ
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

一
九
六
七
年
の
冬
、
豊
子
愷
は
最
愛
の
息
子
、
豊
新
枚
の
結
婚
を
祝
し
て
詩
「
賀
新
枚
結
婚
」
を
詠
み
、「
胸
襟
須
広
大
（
心
は
広

く
大
き
く
も
つ
べ
し
）　

世
事
似
浮
雲
（
世
事
は
浮
雲
の
如
し
）」
と
述
べ
て
い（

58 
）る。
ま
た
、
同
時
期
に
豊
新
枚
の
た
め
に
詠
ん
だ
別
の

詞
「
送
新
枚
赴
石
家
庄
」
に
も
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　

胸
襟
須
寛
広　
（
心
は
大
き
く
広
く
も
つ
べ
し
）

　
　

達
観
以
為
宝　
（
達
観
は
す
べ
て
に
勝
る
）

　
　

詩
中
多
楽
地　
（
詩
中
に
多
く
の
楽
し
み
あ
り
）

　
　

酔
郷
不
知
老　
（
酔
の
境
地
に
老
い
を
知
ら（

59 
）ず）

　

こ
れ
ら
の
詩
に
は
、
豊
子
愷
の
超
然
た
る
心
理
状
態
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
が
い
く
つ
か
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は

ま
ず
「
世
事
は
浮
雲
の
如
し
」
と
考
え
、
い
た
ず
ら
に
焦
る
の
で
は
な
く
、
心
を
広
く
大
き
く
保
ち
、
達
観
の
境
地
に
到
達
す
る
こ
と

で
あ
る
。
豊
子
愷
は
ま
た
「
詩
中
多
楽
地
、
酔
境
不
知
老
」
と
詠
い
、
そ
の
秘
訣
は
詩
と
酒
に
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
無
論
、
詩
や

酒
の
世
界
に
逃
げ
て
現
実
を
紛
ら
わ
せ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
豊
は
自
ら
が
「
詩
中
」「
酔
の
境
地
」
に
遊
ぶ
こ
と
で
、
文
革
の

過
酷
な
現
実
を
超
越
し
た
よ
う
に
、
自
ら
に
連
座
し
て
不
本
意
な
状
況
に
追
い
や
ら
れ
た
息
子
に
も
、
そ
う
す
る
こ
と
で
現
実
を
超
越

し
、
お
お
ら
か
な
心
で
時
を
待
つ
よ
う
、
語
っ
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
知
識
人
の
な
か
に
は
耐
え
難
い
現
実
に
自
殺
を
選
ぶ
者
も
多
く
現
れ
た
。
し
か
し
、
何
と
し
て
も
こ
の
過
酷
な
時
間
を
生
き
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抜
く
に
は
、
現
実
を
遠
く
離
れ
た
所
に
、
何
者
に
も
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
自
ら
の
世
界
、
自
由
な
精
神
世
界
を
も
つ
し
か
な
い
こ

と
を
豊
子
愷
は
そ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
知
っ
て
い
た
。
豊
子
愷
が
こ
の
よ
う
な
境
地
に
至
っ
た
背
景
と
し
て
、
戦
前
か
ら
親
炙
し
て
い

た
馬
一（

60 
）浮の
影
響
が
考
え
ら
れ（

61 
）る。
豊
子
愷
は
馬
一
浮
の
影
響
に
よ
り
、
抗
日
戦
の
心
理
的
苦
悩
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ

の
折
に
学
ん
だ
、
理
想
の
境
地
を
現
実
と
は
別
の
世
界
に
求
め
、
身
は
現
実
世
界
に
あ
り
な
が
ら
、
心
の
う
ち
に
理
想
郷
を
求
め
る
と

い
う
姿
勢
は
文
革
時
に
も
豊
子
愷
を
救
っ
た
の
で
あ
る
。

　

中
華
民
国
期
、
特
に
抗
戦
期
に
は
豊
子
愷
の
こ
う
し
た
思
想
や
自
由
主
義
は
理
想
主
義
的
、
現
実
逃
避
的
で
あ
る
と
し
て
、
急
進
的

な
共
産
主
義
者
か
ら
は
揶
揄
さ
れ
、
批
判
さ
れ
た
。
個
人
の
自
由
や
精
神
性
を
賛
美
す
る
豊
の
思
想
が
、
国
難
の
時
期
に
厳
し
く
批
判

さ
れ
た
の
も
無
理
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
豊
子
愷
は
こ
の
よ
う
な
時
代
に
も
散
文
や
イ
ラ
ス
ト
を
通
じ
て
、
精
神
の
自
由

を
主
張
し
、
自
ら
実
践
し
て
見
せ
た
。
文
革
期
は
、
個
人
が
攻
撃
の
対
象
と
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
あ
る
意
味
で
は
抗
戦
期
よ

り
も
更
に
過
酷
な
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
豊
子
愷
が
精
神
的
自
由
を
追
求
し
て
止
ま
な
か
っ

た
の
は
、
そ
れ
が
豊
に
と
っ
て
何
者
に
も
代
え
が
た
い
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
豊
子
愷
が
文
革
の
時
期
を
超
然
た
る
態

度
で
過
ご
し
え
た
の
も
、
秘
密
裏
の
創
作
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、
心
の
う
ち
に
密
や
か
な
る
理
想
郷
を
求
め
続
け
た
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

本
研
究
は
科
研
費
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）17K

02465

）「
豊
子
愷
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
の
中
国
語
訳
―
―
意
図
的
改
訳
お
よ
び
そ
の
要

因
に
つ
い
て
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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（
1
）　

反
右
派
闘
争
と
は
一
九
五
七
年
に
共
産
党
主
席
の
毛
沢
東
が
発
動
し
た
対
権
力
闘
争
を
指
す
。
一
九
五
六
年
、
建
国
後
の
社
会
主
義
改
造
過
程
で
萎

縮
し
て
い
た
知
識
人
の
積
極
化
を
意
図
し
て
、
同
年
五
月
に
中
国
共
産
党
宣
伝
部
長
の
陸
定
一
に
よ
っ
て
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
方
針
が
提
出
さ

れ
、
思
考
や
創
作
、
批
判
の
自
由
が
提
唱
さ
れ
た
。
当
初
の
反
応
は
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
翌
五
七
年
五
月
に
更
に
「
言
者
無
罪
」
方
針
が
出
さ

れ
る
と
、
党
と
政
府
に
対
し
て
予
想
以
上
に
厳
し
い
意
見
や
不
満
、
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
同
年
六
月
、
毛
沢
東
は
方
針
を
一
転
さ
せ
、

急
遽
「
反
右
派
闘
争
」
が
展
開
さ
れ
た
。
党
や
政
府
に
批
判
的
な
発
言
は
反
党
・
反
社
会
主
義
の
「
毒
草
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
う
し
た
発
言
を
し
た
知

識
人
の
多
く
が
思
想
改
造
の
た
め
に
辺
境
で
の
労
働
改
造
に
送
ら
れ
、
死
亡
者
も
多
数
出
現
し
た
。

（
2
）　

大
躍
進
と
は
反
右
派
闘
争
で
党
内
主
導
権
を
奪
回
し
た
毛
沢
東
に
よ
り
施
行
さ
れ
た
社
会
主
義
建
設
運
動
で
あ
る
。
農
工
業
の
大
増
産
と
、
経
済
面

で
一
五
年
以
内
に
英
米
諸
国
を
追
い
越
す
こ
と
を
目
標
と
し
た
が
、
非
現
実
的
な
計
画
や
権
力
闘
争
に
よ
り
国
家
全
体
に
大
混
乱
を
ひ
き
お
こ
し
、
産
業

や
イ
ン
フ
ラ
、
環
境
の
著
し
い
破
壊
損
失
を
招
い
た
。
一
九
五
九
年
の
大
洪
水
や
旱
魃
の
影
響
も
あ
っ
て
、
大
躍
進
は
数
千
万
人
に
も
お
よ
ぶ
餓
死
者
を

出
す
程
の
深
刻
な
飢
饉
と
経
済
危
機
に
終
っ
た
。
毛
は
こ
の
政
策
の
失
敗
を
認
め
、
一
九
五
九
年
に
国
家
主
席
を
辞
任
し
た
。

（
3
）　
「
文
芸
講
和
」
と
は
一
九
四
二
年
五
月
に
延
安
で
行
わ
れ
た
文
芸
座
談
会
で
の
毛
沢
東
の
講
和
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
翌
年
一
〇
月
一
九
日
付
『
解

放
日
報
』
に
公
表
さ
れ
た
。「
文
芸
講
和
」
で
は
文
芸
の
政
治
へ
の
従
属
、
工
農
兵
（
労
働
者
・
農
民
・
兵
士
）
へ
の
奉
仕
が
強
調
さ
れ
た
。

（
4
）　

陳
伯
達
（
一
九
〇
四
―
八
九
）
福
建
省
恵
安
出
身
。
一
九
二
七
年
中
国
共
産
党
に
入
党
。
抗
日
戦
争
中
、
延
安
で
毛
沢
東
の
秘
書
を
務
め
、
以
後

『
毛
沢
東
選
集
』
の
編
集
に
携
わ
る
。
一
九
六
六
年
「
五
・
一
六
通
知
」
を
起
草
し
、
中
央
文
革
小
組
の
組
長
と
し
て
文
化
大
革
命
を
指
導
。
一
九
六
九

年
頃
か
ら
林
彪
を
積
極
的
に
支
持
し
、
毛
沢
東
の
批
判
を
受
け
、
一
九
七
三
年
に
党
を
除
名
。
一
九
八
一
年
の
林
彪
・
四
人
組
裁
判
で
有
罪
判
決
を
受

け
、
釈
放
後
に
病
死
。

（
5
）　

楊
克
林
編
著
、
樋
口
裕
子
・
望
月
暢
子
訳
『
中
国
文
化
大
革
命
博
物
館
（
下
巻
）』
柏
書
房
、
一
九
九
六
年
、
四
五
一
頁
。

（
6
）　

楊
鳳
城
「
文
革
期
の
知
識
人
―
―
そ
の
苦
悩
と
心
理
―
―
」、『
特
集　

文
化
大
革
命
再
検
討
』（
ア
ジ
ア
遊
学　

N
o.65

）
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四

年
、
四
七
―
六
六
頁
。

（
7
）　

陳
白
塵
（
一
九
〇
八
―
九
四
）
江
蘇
省
淮
陰
出
身
。
本
名
は
陳
増
鴻
。
一
九
二
六
年
中
国
国
民
党
に
加
入
す
る
も
、
翌
年
の
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
に
不

満
を
抱
き
脱
党
。
そ
の
後
、
田
漢
に
従
い
南
国
社
に
参
加
し
、
一
九
三
〇
年
に
は
左
翼
戯
劇
家
連
盟
に
、
ま
た
一
九
三
二
年
に
は
中
国
共
産
党
青
年
団
に
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加
入
。
同
年
、
白
色
テ
ロ
に
よ
り
投
獄
さ
れ
る
（
一
九
三
五
年
出
獄
）。
抗
日
戦
開
始
後
は
各
地
で
戯
劇
の
創
作
と
抗
日
戦
宣
伝
工
作
に
従
事
。
新
中
国

建
国
後
に
中
国
共
産
党
に
加
入
し
、
上
海
市
文
連
秘
書
長
な
ど
の
職
務
を
歴
任
。
一
九
五
三
年
に
中
国
作
家
協
会
秘
書
長
。
文
革
後
は
南
京
大
学
教
授
・

中
国
文
学
部
主
任
や
中
国
戯
劇
協
会
副
主
席
、
中
国
電
影
家
協
会
名
誉
理
事
な
ど
。

（
8
）
謝
冰
心
（
一
九
〇
〇
―
九
九
）
福
建
省
福
州
出
身
。
本
名
は
謝
婉
瑩
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
家
に
生
ま
れ
、
一
九
一
八
年
に
キ
リ
ス
ト
教
系
の
華
北
協

和
女
子
大
学
（
後
の
燕
京
大
学
）
予
科
に
入
学
。
一
九
二
一
年
文
学
研
究
会
に
参
加
。
一
九
二
三
年
燕
京
大
学
を
卒
業
、
米
国
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
大
学
に
留

学
。
一
九
二
六
年
に
帰
国
し
、
燕
京
大
学
や
清
華
大
学
な
ど
で
教
壇
に
立
つ
。
戦
後
、
夫
の
呉
文
藻
（
燕
京
大
学
教
授
、
社
会
学
者
）
が
中
華
民
国
駐
日

軍
事
代
表
団
政
治
組
長
・
国
際
連
合
対
日
委
員
会
中
国
代
表
顧
問
と
な
っ
た
た
め
、
一
九
四
六
年
か
ら
五
一
年
ま
で
日
本
に
滞
在
。
文
革
時
に
は
呉
文
藻

と
と
も
に
批
判
対
象
と
さ
れ
、
一
九
六
九
年
か
ら
「
牛
棚
」（
注
37
参
照
）
に
入
れ
ら
れ
、
一
九
七
〇
年
に
は
湖
北
省
咸
寧
の
「
五
七
幹
部
学
校
」（
幹
部

の
思
想
改
造
の
た
め
の
下
放
・
労
働
施
設
）
に
収
容
さ
れ
た
。
一
九
七
一
年
の
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
に
際
し
て
、
謝
冰
心
は
呉
文
藻
と
と
も
に
解
放
さ
れ
た
。

（
9
）　

夏
衍
（
一
九
〇
〇
―
九
五
）
浙
江
省
杭
州
出
身
。
本
名
は
沈
乃
煕
、
字
は
端
先
。
一
九
二
〇
年
日
本
留
学
。
一
九
二
四
年
に
日
本
で
孫
文
と
知
り
合

い
、
国
民
党
に
加
入
。
国
民
党
駐
日
支
部
常
務
委
員
兼
組
織
部
長
と
な
る
が
、
後
に
党
籍
除
名
。
一
九
二
七
年
に
帰
国
し
、
中
国
共
産
党
に
参
加
。
一
九

三
〇
年
に
中
国
左
翼
作
家
連
盟
を
結
成
し
、
執
行
委
員
と
な
る
。
演
劇
・
映
画
の
主
要
な
指
導
者
の
一
人
と
し
て
、
新
中
国
で
は
国
務
院
文
化
部
副
部

長
、
文
化
部
顧
問
、
対
外
友
好
協
会
副
会
長
、
全
国
文
連
常
務
委
員
・
副
主
任
、
電
影
家
協
会
主
席
・
名
誉
主
席
な
ど
を
歴
任
。
文
革
中
は
八
年
間
投
獄

さ
れ
、
右
脚
を
骨
折
。
文
革
後
は
一
九
七
九
年
中
国
電
影
家
協
会
主
席
、
一
九
八
二
年
中
共
中
央
顧
問
委
員
会
委
員
な
ど
を
歴
任
。

（
10
）　

費
孝
通
（
一
九
一
〇
―
二
〇
〇
五
）
江
蘇
省
呉
江
出
身
。
中
国
の
社
会
学
・
人
類
学
の
基
礎
を
築
い
た
。
燕
京
大
学
で
呉
文
藻
に
師
事
。
一
九
三
五

年
清
華
大
学
大
学
院
を
卒
業
し
、
一
九
三
八
年
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
に
て
博
士
号
を
取
得
。
帰
国
後
は
雲
南
大
学
、
西
南
連

合
大
学
、
清
華
大
学
な
ど
の
社
会
学
教
授
を
経
て
、
一
九
五
二
年
以
降
は
中
央
民
族
学
院
副
院
長
、
中
央
常
務
委
員
、
中
央
文
京
部
部
長
、
国
務
院
専
家

局
副
協
調
な
ど
の
要
職
を
歴
任
。
反
右
派
闘
争
で
批
判
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は
学
術
の
自
由
を
剥
奪
さ
れ
、
文
革
時
に
も
激
し
い
攻
撃
批
判
に
さ
ら

さ
れ
た
。
文
革
終
結
後
は
中
国
社
会
学
学
会
会
長
や
第
七
・
第
八
回
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
副
委
員
長
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
第
六
回
全

国
委
員
会
副
主
席
な
ど
を
歴
任
。

（
11
）　

弘
一
法
師
（
一
八
八
〇
―
一
九
四
二
）
勅
令
省
天
津
県
出
身
。
本
名
は
李
文
涛
、
字
は
息
霜
、
号
は
叔
同
、
晩
晴
な
ど
。
法
名
は
釈
演
音
。
弘
一
は
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出
家
後
に
用
い
た
号
。
南
山
律
宗
第
一
一
代
祖
師
。
天
津
の
裕
福
な
名
家
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
八
年
に
戊
戌
の
政
変
に
関
与
し
た
廉
で
母
や
妻

子
と
上
海
へ
移
住
。
一
九
〇
一
年
南
洋
公
学
経
済
特
科
班
に
入
学
し
、
蔡
元
培
に
師
事
す
る
も
翌
年
退
学
。
一
九
〇
五
年
に
単
身
で
日
本
に
留
学
し
、
東

京
美
術
学
校
（
現
、
東
京
藝
術
大
学
）
西
洋
画
科
撰
科
に
学
ぶ
。
一
九
一
一
年
に
帰
国
後
は
天
津
や
上
海
、
杭
州
な
ど
で
美
術
教
員
を
務
め
る
が
、
一
九

一
八
年
に
出
家
。
豊
子
愷
は
浙
江
省
立
第
一
師
範
学
校
時
代
の
教
え
子
で
あ
る
。

（
12
）　

豊
子
愷
の
絵
画
作
品
は
中
国
で
「
子
愷
漫
画
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
も
一
般
に
「
漫
画
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
現
在
の
い
わ

ゆ
る
漫
画
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
イ
ラ
ス
ト
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
小
論
で
は
、
豊
子
愷
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
は
、
固
有
の
作

品
名
を
除
い
て
は
イ
ラ
ス
ト
と
総
称
す
る
。

（
13
）　

こ
こ
で
い
う
「
奥
地
」
と
は
、
一
九
三
七
年
以
降
に
都
市
在
住
の
知
識
人
の
大
多
数
が
移
住
し
た
国
民
党
勢
力
地
区
を
指
す
。
共
産
党
勢
力
地
区
を

指
す
「
解
放
区
」
に
対
し
て
、「
大
後
方
」
と
も
い
う
。

（
14
）　
『
護
生
画
集
』
と
は
豊
子
愷
が
恩
師
弘
一
法
師
と
の
約
束
に
基
づ
き
、
半
世
紀
近
い
年
月
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
画
集
（
全
六
巻
、
計
四
五
〇
幅
）

で
あ
る
。
各
巻
の
制
作
年
度
と
収
録
作
品
数
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
九
年
（
五
〇
幅
）、
一
九
三
九
年
（
六
〇
幅
）、
一
九
四
九
年
（
七
〇
幅
）、
一
九
六
〇

年
（
八
〇
幅
）、
一
九
六
五
年
（
九
〇
幅
）、
一
九
七
三
年
（
百
幅
）
で
、
第
六
巻
は
文
革
中
に
秘
密
裏
に
作
成
さ
れ
た
。
仏
教
や
儒
教
を
中
心
に
倫
理
性

の
高
い
イ
ラ
ス
ト
と
題
詩
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
題
詩
の
作
成
や
書
写
は
巻
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
イ
ラ
ス
ト
は
す
べ
て
豊
子
愷
の
作
品
で
あ
る
。

　

各
巻
の
内
容
や
作
成
経
緯
等
に
つ
い
て
は
以
下
の
小
論
で
論
じ
た
。

　

・ 

大
野
公
賀
「『
護
生
画
集
』
解
題
（
一
）　

豊
子
愷
の
仏
教
帰
依
か
ら
第
一
集
ま
で
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
二
冊
、
二
〇
一
二
年
一
二

月
、
一
―
五
三
頁
。

　

・ 

大
野
公
賀
「
豊
子
愷
『
護
生
画
集
』
解
題
（
二
）　

心
の
自
由
を
求
め
て
」『
東
洋
法
学
』
第
五
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
四
年
一
月
、
一
四
五
―
一
七
三

頁
。

（
15
）　

豊
子
愷
「『
源
氏
物
語
』
訳
後
記
」、『
豊
子
愷
全
集
』
海
豚
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
第
五
巻
、
二
二
二
頁
。

（
16
）　

四
清
運
動
と
は
一
九
六
〇
年
代
に
毛
沢
東
の
指
導
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
社
会
主
義
教
育
運
動
で
、
当
初
は
人
民
公
社
の
帳
簿
・
倉
庫
・
財
産
・
労
働

点
数
の
四
点
を
清
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
が
、
毛
沢
東
は
こ
れ
を
政
治
・
経
済
・
組
織
・
思
想
の
四
つ
を
清
め
る
運
動
へ
と
転
換
。
劉
少
奇
ら
を
走
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資
派
（
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
）
と
規
定
し
た
。

（
17
）　

文
潔
若
「『
源
氏
物
語
』
は
い
か
に
訳
さ
れ
た
か
」、『
人
民
中
国
』
二
〇
〇
六
年
六
月
号
。

　

http://w
w

w
.peoplechina.com

.cn/m
aindoc/htm

l/fangtan/200606.htm

　

二
〇
一
九
年
一
一
月
一
七
日
参
照
。
豊
子
愷
よ
り
も
先
に
人
民
文
学

出
版
社
か
ら
『
源
氏
物
語
』
の
翻
訳
を
依
頼
さ
れ
な
が
ら
、
遅
筆
の
故
に
担
当
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
銭
稲
孫
や
、
政
治
的
理
由
か
ら
翻
訳
者
に
選
ば

れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
豊
子
愷
の
原
稿
の
校
訂
を
人
民
出
版
社
か
ら
依
頼
さ
れ
た
周
作
人
と
『
源
氏
物
語
』
の
翻
訳
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
呉
衛
峰
「『
源

氏
物
語
』
の
中
国
語
訳　

豊
子
愷
訳
の
成
立
を
中
心
に
」（
日
本
比
較
文
学
会
編
『
越
境
す
る
言
の
葉
』
彩
流
社
、
二
〇
一
一
年
）、
呉
衛
峰
「
銭
稲
孫
と

日
本
古
典
文
学
の
中
国
語
訳
―
―
『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」
巻
の
訳
を
中
心
に
―
―
」（『
比
較
文
学
第
五
五
巻
、
二
〇
一
三
年
三
月
三
一
日
』、
楊
暁
文

「
中
国
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
全
訳
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
―
―
豊
子
愷
、
銭
稲
孫
、
周
作
人
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
」（『
中
国
研
究
月
報
』
第
六

六
巻
第
二
号
、
二
〇
一
二
年
二
月
）
に
詳
し
い
。

（
18
）　

藤
井
省
三
『
魯
迅
事
典
』
三
省
堂
、
二
〇
〇
二
年
、
二
五
九
―
二
六
〇
頁
。

（
19
）　

陳
星
編
著
「
年
譜
」、
前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
五
〇
巻
、
一
七
三
―
一
七
四
頁
。

（
20
）　

劉
少
奇
（
一
八
九
八
―
一
九
六
九
）
湖
南
省
寧
郷
出
身
。
一
九
二
一
年
中
国
共
産
党
に
入
党
、
一
九
五
九
年
国
家
主
席
に
選
出
さ
れ
る
。
大
躍
進
に

つ
い
て
、
一
九
六
二
年
一
月
「
七
千
人
大
会
」
で
党
中
央
の
責
任
を
認
め
、
そ
の
後
は
党
総
書
記
の
鄧
小
平
と
と
も
に
経
済
調
整
政
策
を
実
施
し
、
経
済

の
回
復
に
努
め
た
。
文
革
期
に
は
、
劉
少
奇
は
鄧
小
平
と
と
も
に
「
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
」
の
中
心
と
し
て
、
徹
底
的
な
批
判
攻
撃
の
対
象
と

さ
れ
た
。
一
九
六
八
年
一
〇
月
の
中
国
共
産
党
第
八
期
中
央
委
員
会
第
一
二
回
全
体
会
議
で
、
劉
少
奇
は
「
敵
の
回
し
者
、
裏
切
り
者
、
労
働
貴
族
」
と

し
て
中
国
共
産
党
か
ら
永
久
追
放
・
除
名
処
分
と
な
り
、
完
全
に
失
脚
。
文
革
中
に
病
死
す
る
が
、
そ
の
死
は
一
九
八
〇
年
の
名
誉
回
復
ま
で
、
一
部
の

高
級
幹
部
以
外
に
は
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
。

（
21
）　

豊
子
愷
「
我
作
了
四
首
詩
―
―
在
上
海
第
二
次
文
代
大
会
上
的
発
言
」、
前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
五
巻
、
一
九
八
―
一
九
九
頁
。

（
22
）　

原
文
は
「
花
不
知
名
分
外
嬌
」。
南
宋
の
詞
人
、
辛
棄
疾
の
作
品
『
鷓
鴣
天·
東
陽
道
中
』
の
一
節
。

（
23
）　

豊
子
愷
「
阿
咪
」、
前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
三
巻
、
八
九
―
九
一
頁
。
初
出
は
『
上
海
文
学
』
第
三
五
期
（
一
九
六
二
年
八
月
五
日
）。

（
24
）　

羅
洪
「
懐
憶
豊
子
愷
」、
鐘
桂
松
・
葉
瑜
蓀
編
『
写
意
豊
子
愷
』
一
九
九
八
年
、
二
四
四
―
二
四
六
頁
。
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（
25
）　
『
阿
咪
』、
上
芸
司
上
海
中
国
画
院
紅
旗
革
命
造
反
隊
・
工
総
司
城
建
局
水
泥
成
品
廠
工
人
革
命
造
反
大
隊
・
上
海
市
業
余
大
専
院
校
革
命
委
員
会

「
業
余
会
」
編
集
『
砸
爛
黒
画
院
』（
毒
画
毒
文
毒
詩
毒
章
批
判
専
輯　

第
五
集
）、
一
九
六
七
年
、
三
三
―
三
四
頁
、
五
一
―
五
二
頁
。『
我
作
了
四
首
詩

―
―
上
海
第
二
次
文
代
会
上
的
発
言
』、
同
上
、
五
三
―
五
四
頁
。

（
26
）　

同
上
『
阿
咪
』
五
二
頁
。

（
27
）　

鄧
小
平
は
一
九
六
二
年
七
月
七
日
、
共
産
主
義
青
年
団
第
三
回
七
中
全
会
の
席
で
農
業
生
産
管
理
政
策
の
調
整
問
題
に
つ
い
て
語
っ
た
際
に
「
黄
猫

（
ト
ラ
猫
）
で
も
黒
猫
で
も
鼠
を
捕
ま
え
る
の
が
良
い
猫
だ
」
と
い
う
、
出
身
地
四
川
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
俗
語
を
引
用
し
て
、
農
業
生
産
の
回
復
に
つ

い
て
論
じ
た
。

（
28
）　

豊
子
愷
と
の
思
い
出
を
記
し
た
随
筆
で
、
巴
金
（
注
29
参
照
）
は
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
方
針
に
関
す
る
豊
子
愷
の
一
九
六
二
年
五
月
八
日
の

発
言
や
「
阿
咪
」
に
つ
い
て
「
こ
の
老
芸
術
家
は
、
心
の
中
に
し
ま
っ
て
お
い
た
幾
つ
か
の
こ
と
を
穏
や
か
に
語
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
生
活
の
楽
し
み
を
語

り
、
仕
事
の
や
り
方
を
話
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
氏
は
、
何
か
に
「
反
抗
」
し
よ
う
と
か
、
何
か
を
「
攻
撃
」
し
よ
う
な
ど
と
は
夢
に
も
考
え
な
か
っ
た
の

だ
」
と
言
及
し
て
い
る
。
巴
金
「
懐
念
豊
先
生
」『
随
想
録
』
北
京
三
連
書
店
、
一
九
八
七
年
、
三
六
七
頁
。
日
本
語
は
、
巴
金
著
・
石
上
韶
訳
『
真
話

集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
、
五
四
―
五
五
頁
）
に
よ
る
。

（
29
）　

巴
金
（
一
九
〇
四
―
二
〇
〇
五
）
四
川
省
成
都
出
身
。
本
名
は
李
尭
棠
、
字
は
芾
甘
。
大
地
主
家
庭
の
出
身
で
あ
る
が
、
五
四
運
動
に
影
響
を
受
け

て
上
海
で
革
命
運
動
に
参
加
。
一
九
二
七
年
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
。
留
学
中
に
執
筆
し
た
長
編
小
説
「
滅
亡
」
を
帰
国
後
に
発
表
し
て
文
壇
に
登
場
。
こ
れ

以
降
、
作
家
生
活
に
入
り
、
多
数
の
長
編
小
説
を
執
筆
。
抗
日
戦
争
中
は
重
慶
や
桂
林
で
執
筆
活
動
を
続
け
る
。
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
は
中
国
作
家

協
会
副
主
席
な
ど
の
要
職
に
つ
い
た
が
、
文
革
で
は
厳
し
い
批
判
を
受
け
、
一
九
六
六
年
に
失
脚
。
文
革
終
結
後
は
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
全
国
委
員

会
副
主
席
や
中
国
作
家
協
会
主
席
な
ど
の
要
職
を
歴
任
。
エ
ッ
セ
ー
集
『
随
想
録
』
全
五
巻
（
一
九
七
七
―
一
九
八
六
）
で
、
共
産
党
の
文
芸
政
策
や
文

革
に
関
し
て
厳
し
い
自
己
批
判
を
行
い
、
ま
た
文
革
後
の
反
動
的
な
風
潮
に
対
し
て
も
冷
静
な
批
判
を
加
え
た
。
巴
金
の
文
革
体
験
に
つ
い
て
は
、
福
岡

愛
子
『
文
化
大
革
命
の
記
憶
と
忘
却　

回
想
録
の
出
版
に
み
る
記
憶
の
個
人
化
と
共
同
化
』（
新
曜
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
30
）　

周
信
芳
（
一
八
九
五
―
一
九
七
五
）
浙
江
省
慈
渓
出
身
。
本
名
は
周
士
楚
、
信
芳
は
字
、
芸
名
は
麒
麟
童
。
京
劇
界
の
代
表
的
人
物
。
代
々
京
劇
俳

優
の
家
柄
で
、
一
九
一
九
年
頃
か
ら
演
目
の
刷
新
に
着
手
、
後
に
「
麟
派
」
と
呼
ば
れ
る
芸
風
を
確
立
。
抗
日
戦
争
時
に
は
抗
日
救
亡
運
動
に
参
加
し
、
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一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日
の
建
国
の
際
に
は
梅
蘭
芳
ら
と
と
も
に
天
安
門
で
の
式
典
に
参
加
。
新
中
国
で
は
全
国
人
民
代
表
大
会
代
表
や
上
海
京
劇
院
院

長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
一
九
五
九
年
に
中
国
共
産
党
に
加
入
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
文
芸
に
関
す
る
意
見
の
相
違
か
ら
江
青
ら
の
批
判
を
受
け

る
。
一
九
六
八
年
に
逮
捕
さ
れ
、
翌
年
か
ら
自
宅
軟
禁
と
な
る
が
、
一
九
七
五
年
に
病
死
。

（
31
）　

張
春
橋
（
一
九
一
七
―
二
〇
〇
五
）
文
革
の
主
導
者
で
あ
る
四
人
組
の
一
人
。
一
九
三
八
年
共
産
党
に
参
加
。
一
九
五
八
年
に
発
表
し
た
「
破
徐
氏

三
階
級
法
権
思
想
」
が
毛
沢
東
の
称
賛
を
受
け
、
翌
年
に
は
上
海
の
党
委
員
会
に
赴
任
。
一
九
六
六
年
に
江
青
に
よ
っ
て
中
国
共
産
党
中
央
文
革
小
組
副

組
長
に
抜
擢
さ
れ
、
翌
年
に
は
王
洪
文
、
姚
文
元
と
と
も
に
上
海
市
政
府
と
上
海
市
党
委
員
会
の
首
脳
部
を
糾
弾
失
脚
さ
せ
、
文
革
の
発
動
に
関
与
。
毛

沢
東
の
死
後
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
に
四
人
組
の
一
人
と
し
て
逮
捕
。
一
九
八
一
年
に
は
最
高
人
民
法
院
特
別
法
廷
で
執
行
猶
予
付
き
死
刑
判
決
と
な
る

が
、
一
九
八
三
年
に
無
期
懲
役
、
終
身
の
政
治
権
利
剥
奪
に
減
刑
。
一
九
九
七
年
に
再
減
刑
を
受
け
、
翌
年
に
は
仮
出
所
。
二
〇
〇
五
年
に
病
死
。

（
32
）　

方
堅
「
風
雨
憶
故
人
―
―
豊
子
愷
先
生
在
“
文
革
”
中
」、
前
掲
『
写
意
豊
子
愷
』
二
二
〇
頁
。

（
33
）　
「『
砲
弾
作
花
瓶
』
是
鼓
吹
和
平
主
義
的
代
表
作
」、
前
掲
『
砸
爛
黒
画
院
』
四
四
―
四
五
頁
。

（
34
）　

豊
一
吟
ほ
か
『
豊
子
愷
伝
』
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
一
六
三
―
一
六
五
頁
。

（
35
）　

豊
一
吟
『
瀟
洒
風
神　

我
的
父
親
豊
子
愷
』
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
九
頁
。

（
36
）　

文
革
中
の
豊
子
愷
に
対
す
る
攻
撃
や
画
院
と
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
は
、
豊
が
息
子
の
豊
新
枚
に
宛
て
た
書
簡
（
前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
一
九

巻
、
四
二
―
一
四
四
頁
）
に
詳
し
い
。

　

豊
新
枚
（
一
九
九
三
―
二
〇
〇
五
）
は
豊
子
愷
の
末
子
で
、
一
九
六
四
年
に
天
津
大
学
を
卒
業
後
、
上
海
科
学
技
術
大
学
外
国
語
研
修
部
で
日
本
語
を
修

め
た
。
一
九
六
六
年
に
卒
業
し
た
後
は
同
校
で
教
職
に
就
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
豊
子
愷
に
連
座
し
て
自
宅
待
機
の
身
と
な
り
、
一
九
六
八
年
に
河
北
省

石
家
庄
の
製
薬
工
場
に
労
働
者
と
し
て
就
職
し
た
。
自
分
自
身
へ
の
批
判
や
攻
撃
は
一
切
意
に
介
さ
な
か
っ
た
豊
子
愷
に
も
、
こ
れ
は
耐
え
が
た
く
辛
い

出
来
事
で
あ
っ
た
。

（
37
）　
「
牛
棚
（
牛
小
屋
）」
と
は
文
革
期
に
批
判
攻
撃
の
対
象
者
が
拘
禁
さ
れ
た
労
働
改
造
所
を
指
す
。

（
38
）　Barm

e, Gerem
ie. A

n A
rtistic E

xile: A
 Life of Feng Zikai 

（1898-1975
） （U

niv. of California Press

） 2002, p.330. 

前
掲
『
砸
爛
黒

画
院
』
で
は
全
九
四
頁
の
う
ち
二
七
頁
（
三
一
―
五
七
頁
）
が
豊
子
愷
批
判
に
割
か
れ
て
い
る
。
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（
39
）　

前
掲
、
陳
星
編
著
「
年
譜
」、
二
二
三
頁
。

（
40
）　

潘
文
彦
「
豊
子
愷
先
生
的
胡
須
」、
前
掲
『
写
意
豊
子
愷
』
二
三
〇
頁
。

（
41
）　

豊
一
吟
（
一
九
二
九
年
生
）
は
豊
子
愷
・
徐
力
民
夫
妻
の
四
女
。
兄
弟
の
う
ち
最
後
ま
で
両
親
と
暮
ら
し
、
建
国
後
は
豊
子
愷
の
日
本
語
や
ロ
シ
ア

語
の
翻
訳
に
協
力
し
、
ま
た
台
湾
は
じ
め
各
地
へ
の
旅
行
に
も
し
ば
し
ば
同
行
す
る
な
ど
、
豊
子
愷
の
晩
年
を
最
も
よ
く
知
る
人
物
で
あ
る
。

（
42
）　

前
掲
、
豊
一
吟
ほ
か
『
豊
子
愷
伝
』
一
六
五
―
一
六
六
頁
。

（
43
）　

前
掲
、
陳
星
編
著
「
年
譜
」、
二
二
四
頁
。

（
44
）　
『
縁
縁
堂
続
筆
』
は
一
九
七
三
年
に
は
『
往
時
瑣
記
』
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
同
年
『
続
縁
縁
堂
随
筆
』
と
改
名
、
最
終
的
に
『
縁
縁
堂
続
筆
』
と

な
っ
た
（
豊
陳
宝
・
豊
一
吟
編
『
豊
子
愷
文
集
』
第
六
巻
、
浙
江
文
芸
出
版
社
・
浙
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
六
五
三
頁
）。
尚
、
同
書
は
豊
子

愷
の
死
後
に
出
版
さ
れ
た
が
、
一
九
八
三
年
五
月
に
全
三
三
篇
の
う
ち
一
七
篇
が
『
縁
縁
堂
随
筆
集
』（
豊
一
吟
編
、
浙
江
文
芸
出
版
社
）
に
収
録
さ

れ
、
後
に
上
記
『
豊
子
愷
文
集
』（
浙
江
文
芸
出
版
社
・
浙
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
年
六
月
初
版
）
に
て
初
め
て
全
文
が
公
開
さ
れ
た
。

（
45
）　

豊
子
愷
「『
敝
箒
自
珍
』
序
言
」、
前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
四
巻
、
三
一
四
頁
。
豊
子
愷
『
敝
箒
自
珍
』、
前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
四
一
巻
、
九

七
―
一
九
八
頁
。
同
書
に
収
録
さ
れ
た
百
幅
の
絵
も
豊
子
愷
の
生
前
に
は
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
46
）　
『
大
乗
起
信
論
』
は
馬
鳴
菩
薩
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
同
書
に
は
漢
訳
し
か
な
く
、
梵
文
原
典
も
西
蔵
訳
も
存
在
し
な
い
。
著
者
の
馬
鳴
を
『
仏

所
行
讃
』
の
著
者
の
馬
鳴
菩
薩
と
す
る
説
は
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
否
定
さ
れ
て
い
る
。
同
名
異
人
の
馬
鳴
の
作
と
す
る
イ
ン
ド
撰
述
説
と
、
中
国
国
内

で
作
成
さ
れ
た
と
す
る
説
が
あ
り
、
現
在
も
結
論
は
出
て
い
な
い
。
総
合
仏
教
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
総
合
仏
教
大
辞
典
』
法
蔵
館
、
一
九
八
七
年
、
九

三
〇
頁
。

（
47
）　

前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
一
九
巻
、
九
六
頁
（
一
九
七
一
年
六
月
二
七
日
「
致
豊
新
枚
、
沈
綸　

一
〇
〇
」）。

（
48
）　

同
上
『
豊
子
愷
全
集
』
第
一
九
巻
、
一
二
二
―
一
二
三
頁
（
一
九
七
二
年
一
二
月
三
〇
日
「
致
豊
新
枚
、
沈
綸　

一
四
二
」）。

（
49
）　

武
内
実
編
『
中
国
近
現
代
論
争
年
表　

下
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
二
年
、
七
〇
四
頁
。

（
50
）　

前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
一
九
巻
、
一
三
四
頁
（
一
九
七
四
年
四
月
二
四
日
「
致
豊
新
枚
、
沈
綸　

一
六
五
」）。

（
51
）　

前
掲
、
巴
金
「
懐
念
豊
先
生
」
三
七
〇
―
三
七
一
頁
。
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（
52
）　

前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
一
九
巻
、
一
三
九
頁
（
一
九
七
四
年
九
月
四
日
「
致
豊
新
枚
、
沈
綸　

一
七
一
」）。

（
53
）　

同
上
、
一
一
五
頁
（
一
九
七
二
年
八
月
四
日
「
致
豊
新
枚
、
沈
綸　

一
三
一
」）。

（
54
）　

同
上
、
一
一
五
頁
（
一
九
七
二
年
八
月
四
日
「
致
豊
新
枚
、
沈
綸　

一
三
一
」）。
前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
二
〇
巻
、
一
一
四
頁
（
一
九
七
一
年
八

月
二
六
日
「
致
常
君
実
」）。

（
55
）　

前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
一
九
巻
、
一
一
三
頁
（
一
九
七
二
年
六
月
二
日
「
致
豊
新
枚
、
沈
綸　

一
二
八
」）。

（
56
）　

前
掲
、
巴
金
「
懐
念
豊
先
生
」
三
七
〇
頁
。

（
57
）　

巴
金
「
十
年
一
夢
」、
前
掲
『
随
想
録
』
三
七
八
―
三
七
九
頁
。
日
本
語
は
前
掲
、
巴
金
著
・
石
上
韶
訳
『
真
話
集
』（
六
七
―
六
八
頁
）
に
よ
る
。

（
58
）　

豊
子
愷
「
賀
新
枚
結
婚
」、
前
掲
『
豊
子
愷
全
集
』
第
六
巻
、
二
四
一
頁
。
一
九
六
七
年
一
二
月
に
豊
新
枚
は
沈
綸
と
結
婚
。

（
59
）　

豊
子
愷
「
送
新
枚
赴
石
家
庄
」、
同
上
、
二
四
一
―
二
四
二
頁
。
豊
新
枚
は
結
婚
の
翌
年
四
月
に
石
家
庄
の
職
場
に
配
属
さ
れ
た
。
妻
の
沈
綸
の
配

属
先
は
天
津
で
あ
っ
た
た
め
、
二
人
は
長
期
に
渡
り
別
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

（
60
）　

馬
一
浮
（
一
八
八
三
―
一
九
六
七
）
浙
江
省
会
稽
（
現
紹
興
）
出
身
。
原
名
は
浮
、
字
は
一
佛
、
幼
名
は
福
田
、
号
は
湛
翁
、
蠲
翁
、
蠲
叟
、
蠲
劇

老
人
な
ど
。
新
儒
家
学
派
の
代
表
的
人
物
で
、
梁
漱
溟
や
熊
十
力
と
と
も
に
「
新
儒
学
三
聖
人
」
と
称
さ
れ
る
。
一
八
九
八
年
に
魯
迅
や
周
作
人
ら
と
と

も
に
科
挙
の
県
試
を
受
け
て
首
席
合
格
。
翌
年
上
海
で
外
国
語
を
学
び
、
一
九
〇
三
年
米
国
に
、
ま
た
一
九
〇
四
―
〇
五
年
日
本
に
留
学
。
帰
国
後
は
孫

文
の
辛
亥
革
命
を
支
持
。
一
九
一
八
年
蔡
元
培
の
依
頼
に
よ
り
北
京
大
学
文
化
学
科
長
と
な
る
が
、
大
学
当
局
と
の
意
見
の
相
違
か
ら
退
職
。
抗
戦
期
に

は
浙
江
大
学
教
授
や
復
性
書
院
院
長
な
ど
を
務
め
る
。
戦
後
は
上
海
文
物
保
管
委
員
会
委
員
、
浙
江
文
史
館
館
長
、
中
央
文
史
館
副
館
長
な
ど
を
歴
任
。

文
革
期
に
は
反
動
的
学
術
権
威
と
し
て
批
判
攻
撃
さ
れ
、
不
遇
の
う
ち
に
病
死
。

（
61
）　

馬
一
浮
の
豊
子
愷
へ
の
思
想
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
大
野
公
賀
『
中
華
民
国
期
の
豊
子
愷　

芸
術
と
宗
教
の
融
合
を
求
め
て
』（
汲
古
書
院
、
二
〇

一
三
年
）
で
論
じ
た
。

 

―
お
お
の　

き
み
か
・
東
洋
大
学
法
学
部
教
授
―

文化大革命期の中国知識人〔大野　公賀〕
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